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122　被　服

女子大学生の着衣推移実態に関する研究（第４報）

　　一夏季における衣服保温力の比較‐

福岡教育大　○山岸雅子　　神戸大教育　　稲垣和子

C(社) 日本家政学会

目的　健康で快適な衣服を追求すべく演者らは久しく着衣調査を進めてきたが、それら

結果から、約20年前( 1968～1969年）と今回（1986 ～1987年）の比較に於て、衣服重量

軽量化、着用枚数の減少、および耐寒耐暑が劣ってきているのではないかとの推論を得

。（第1～3報参照。）そこで、実際に女子大学生が着用している衣服の両者間にどの

うな差違が存在するかを検討する必要を痛感し、今回、夏季における着用服種を検討し

準的着fa衣服においての衣服保温力を測定した。若干の成績を得たので報告する。

方法　調査は京阪神に居住する健康な女子大学生( 18~ 19才）を対象とし、1966～1969

　12I名、1986～1987年　125名について、毎月中旬に調査用紙を配布し、記入せしめた。

の結果から.6,7,8各月の標準的着用衣服の組合わせと出現する服種の緒元（重量

ザイン、材質）を求め、それにより供試衣服を作成した。衣服保温力の測定にはサーマ

マネキンを用い、供試衣服を順次着用せしめ、夏季の環境温熱条件下（無風時）におけ

保温力( Cl 0値）の比較測定を行った。

結果　1986年度は1968年度に比し、着用衣服の平均重量が、６月は413.6から357.9 i／

、7月は381.4　から341.3 g／nfに減少を示すが、衣服断熱力は、0.328から0.398 clo

429から0.467 C 1 0 と増加を示す。従って,6,7月においては耐暑の衰えは断言でき

い。8 月は、衣服重量については343.3から276.8 g／nf、衣服断熱力は0. 288から0.21

C1 0にいずれも減少を示す。従って、8月は衣服断熱力の低下にもかかわらず寒暑感覚

数は増加（第１報）しており、耐暑の衰えが認められる。これらを更に検討し報告する

申厚生御丿服看お捧持噺隻の衛ま咋的常募

神ﾃ’秘教贅　飾垣和か　o 田牢舜代子

　即^　迄恥Pi服に関可る是拝り論議aタななぐれマロるが、かくU剌服のもっ強制力

や画一俵など触参的n面で論ぞりれひ) %よクに思う. 制服は乃く・人々が成歌期､: t)v;

て、殆ど毎日垢用万る奪雲仙衣肢で■ め% 匹身体。覚単にどのような勧響～与妬てぃろヵヽ

各々ヽは.床だす分解明てれてぃなし･。そぐZヽ約/､年前i-^衷施てれ八調査研呪を乃ヽまえ、冷

皿同様。調査^釈施レ、両帚の匯較糠封釧仙弟衣爽態め裸穆名考奪レ八。肴夕年期・）

媛声々董に役趾っ傾斜t得るこいユ非命に竃命でヽあろと薦えろ。

　方宏　叛神聞is芦住f る健庫な申碑'iを対象に、厦問秘砥による希水突粍調・^舛間ヽ四

孝に征り釈施し政。前回｛nﾀｱ・ヽ･/ﾀ＆年、男｝/ｱ石、Tチ/ﾀﾀゐ八今回( /ﾀ斧～/リタ
吽、男子/j/かす子/幻名）=共に調糞四參・匹剰ま、I ) 作、坪俊、邁埓、伴格、秀吸、

希希■ 湿薗鳥兜、植逝蔑、喰暖浙、叙級・穆類など・一義的串私いよ一半身およu下半

身衣服の無限構成、衿。間閉蕨、袖丈、衣股丈、耕債、双眼蒙看。いくっ千,べヽ､レトな

どの類被服癩。や衣脈紙考量. X.しに。紬釆t.集鯵整理し、推聊き考貳レr-.。

　邨某　数眼着着l*、今回li前回に汰し、鯨壽In おりて珊3- >iかりな、女f- i'i､タが・り滅
ヶが｀特に顕弗である。まH、上半身状竃は下半身衣－､り穴し滅ケ利嗅向が大である。遥z怖

療境の粂化に伴う衣臓気磯。調索ぼ、ぷとL ? に半身衣級の凛昧によるヵ八冷回ヽi前りに

比し改薯。禰匈が巻めじ・れる。葵男悉晩は、貧考>*昶・）号斉に､吠し「万-旅・と｡訴久うま一隻

がﾀﾀく、今倹の課題としX 袱対レμい。斎身久釧製攘型人体によろ看用釈験峠釆もあわぜ、
更に､凧討し報參-^る。


